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令 和６ 年 ２月７ 日 （ 水） 南 河 内環 境 事 業組 合 議 会第 １ 回 定例会 を 南河 内 環

境 事業 組 合 会議室 に 招集 さ れ た。  

  出 席 者 は、 次の とお り で ある 。  

    １  番  議  員      本    馨   

    ３  番  議  員    奥  井  良  一   

    ４  番  議  員    駄 場 中  大  介  

    ５  番  議  員    西  田  善  延  

    ６  番  議  員    久  山  佳 世 子   

    ７  番  議  員    花  田  全  史  

    ８  番  議  員    酒  本  千  紘  

    ９  番  議  員    村  山  理  恵   

   １ ０  番  議  員    堀  辺  ま ゆ み  

   １ １  番  議  員    南  齋  哲  平   

   １ ２  番  議  員    今  城  克  久  

   １ ３  番  議  員    福  田  太  郎   

   １ ４  番  議  員    藤  浦    稔  

  欠 席 者 は、 次の とお り で ある 。  

２  番  議  員    堀  川  和  彦   

 

  説 明 の ため の出 席者 は 、 次の と お りで あ る 。  

   管 理 者   富 田 林 市 長     村  善  美  

   副 管 理 者   河 内 長 野 市 長   島  田  智  明  

   副 管 理 者   大 阪 狭 山 市 長   古  川  照  人  

   副 管 理 者   河 南 町 長   森  田  昌  吾  

   副 管 理 者   太 子 町 長   田  中  祐  二  

   副 管 理 者   千 早 赤 阪 村 長   南  本    斎  

   副管理者副市長   富 田 林 市 副 市 長   谷  口  勝  久  

   監 査 委 員             北  井  末  廣  
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   事 務 局   事 務 局 長   西  尾  順  治  

   事 務 局   事 務 局 理事 兼 総 務企 画 課 長（ 会 計 管理 者 ）  

             浅  川    浩  

   書 記   総 務 企 画 係 長   石  橋  尚  人  

 

議 事日 程 は次の と お りで あ る 。  

 日 程第 １  会議 録 署 名議 員 の 指名 に つ いて  

日 程第 ２  会期 の 決 定に つ い て  

日 程第 ３  報告 第 １ 号  

組 合議 会 議 員の 異 動 につ い て  

日 程第 ４  承認 第 １ 号  

一 般職 の 職 員の 給 与 に関 す る 条例 の 一 部を 改 正する 条 例 の制

定 につ い て の専 決 処 分に つ き 承認 を 求 める こ とにつ い て  

日 程第 ５  承認 第 ２ 号  

令 和５ 年 度 南河 内 環 境事 業 組 合一 般 会 計補 正 予算（ 第 ２ 号）

の 専決 処 分 につ き 承 認を 求 め るこ と に つい て  

日 程第 ６  議案 第 １ 号  

南 河内 環 境 事業 組 合 行政 財 産 使用 料 条 例の 一 部を改 正 す る条

例 の制 定 に つい て  

日 程第 ７  議案 第 ２ 号  

令 和５ 年 度 南河 内 環 境事 業 組 合一 般 会 計補 正 予算（ 第 ３ 号）  

日 程第 ８  議案 第 ３ 号  

令 和６ 年 度 南河 内 環 境事 業 組 合一 般 会 計予 算  

日 程第 ９  監査 報 告 第１ 号  

例 月出 納 検 査結 果 の 結果 報 告 につ い て  

（ 令和 ５ 年 度  １ ０ 月・ １ １ 月・ １ ２ 月分 ）  
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（ 開会  午 後２ 時 ２ ０分 ）  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

そ れで は 始めた い と 思い ま す 。  

本 日は 、 定例会 を 招 集さ れ ま した と こ ろ、 議 員 の皆 様 に はご多 用 のと こ ろ 、

ご 出席 を い ただき ま して 、 あ りが と う ござ い ま す。  

な お、 堀 川和彦 議 員 から 、 本 日、 欠 席 の届 出 を いた だ い ており ま す。  

只 今の 出 席議員 は １ ３名 で 定 足数 に 達 して お り ます の で 、只今 か ら、 令 和

６ 年第 １ 回 南河内 環 境事 業 組 合議 会 定 例会 を 開 会い た し ます 。  

そ れで は 、議事 に 入 りま す 前 に管 理 者 より ご 挨 拶を い た だきま す 。  

 村管 理 者。  

 

管 理者 （  村善 美）  

そ れで は 、開会 に あ たり ま し て、 一 言 ご挨 拶 を 申し 上 げ ます。  

ま ず、 １ 月１日 に 発 生い た し まし た 能 登半 島 地 震は 、 多 くの方 々 の尊 い 命

を 奪い 、 広 範囲に わ たり 甚 大 な被 害 を もた ら し まし た 。 お亡 くな りに な ら れ

た 方々 の 御 冥福を 謹 んで お 祈 りい た し ます と と もに 、 被 災さ れた 皆様 に 心 か

ら お見 舞 い 申し上 げ ます 。  

さ て、 本 日、令 和 ６ 年第 １ 回 南河 内 環 境事 業 組 合議 会 定 例会を 招 集さ せ て

い ただ き ま したと こ ろ、 議 員 の皆 様 方 には 、 何 かと お 忙 しい 中、 ご出 席 を い

た だき ま し て、ま こ とに あ り がと う ご ざい ま す 。  

ま た、 平 素より 本 組 合の ご み 処理 、 し 尿処 理 の 事業 の 推 進に、 格 別の ご 理

解 とご 協 力 を賜り 、 厚く 、 御 礼を 申 し 上げ ま す 。  

そ れで は 、今期 定 例 会で ご 審 議い た だ きま す 案 件で ご ざ います が 、人 事 案

件 の異 動 報 告が１ 件 、条 例 の 一部 改 正 が２ 件 、 補正 予 算 が２ 件、 令和 ６ 年 度

予 算が １ 件 、監査 報 告が 1 件 の計 ７ 件 でご ざ い ます 。  

各 案件 に つきま し て は、 の ち ほど 提 案 説明 を 申 し上 げ ま すので 、 よろ し く

ご 審議 の う え、原 案 どお り ご 賛同 賜 り ます よ う 、お 願 い を申 し上 げま し て 、  
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開 会の ご 挨 拶とさ せ てい た だ きま す 。  

ど うぞ 、 よろし く お 願い い た しま す 。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

あ りが と うござ い ま した 。  

こ こで 、 議会運 営 委 員長 の 報 告を 求 め ます 。  

南 齋委 員 長。  

 

議 会運 営 委 員長 （南 齋哲 平 ）  

先 ほど 開 催され ま し た議 会 運 営委 員 会 にお き ま して 、 第 １回定 例 会に 付 議

さ れる 案 件 につい て 了承 さ れ まし た の で、 ご 報 告を 申 し 上げ ます 。  

ま ず、 会 議録署 名 議 員の 指 名 、会 期 の 決定 に 続 きま し て 、日程 第 ３、 報 告

第 １号 か ら 、日程 第 ９、 監 査 報告 第 １ 号ま で の ７件 で ご ざい ます 。な お 、 日

程 第４ 及 び 日程第 ５ は一 括 議 題と し 、 一括 質 疑 のの ち 、 討論 、採 決で ご ざ い

ま す。  

以 上で 報 告を終 わ り ます 。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

こ れを も って、 議 会 運営 委 員 長の 報 告 を終 結 い たし ま す 。  

そ れで は 、議事 に 入 りま す 。  

日 程第 １ 、会議 録 署 名議 員 の 指名 に つ いて で あ りま す が 、本件 は 会議 規 則

第 ８１ 条 の 規定に よ り、 議 長 にお い て 指名 い た しま す 。 ７番 議席 の花 田 全 史

議 員、 ８ 番 議席の 酒 本千 紘 議 員の 両 議 員に お 願 いを い た しま す。  

続 きま し て、日 程 第 ２、 会 期 の決 定 に つい て を 議題 と い たしま す 。  

お 諮り し ます。 会 期 は、 本 日 １日 と す るこ と に 、ご 異 議 ござい ま せん か 。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  
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ご 異議 な しと認 め ま す。  

よ って 、 会期は 本 日 １日 と 決 定い た し まし た 。  

次 に、 日 程第３ 、 報 告第 １ 号 組合 議 会 議員 の 異 動に つ い てを議 題 とい た し

ま す。  

報 告を 求 めます 。  

 村管 理 者。  

 

管 理者 （  村善 美）  

只 今 、上 程さ れ ま し た 報告 第 １ 号 、 組 合 議会 議 員 の 異 動 に つき ま し て 、内

容 のご 説 明 を申し 上 げま す 。  

河 内長 野 市選出 議 員 の異 動 で ござ い ま す。  

令 和 ５ 年 １ ２ 月 １ 日 の 河 内 長 野 市 議 会 第 ４ 回 定 例 会 に お き ま し て 、 西 田  

善 延議 員 が 新たに 就 任さ れ て おり ま す 。  

ご 住所 、 生年月 日 は 、議 案 書 に記 載 の とお り で ござ い ま す。  

旧 議 員に は、 こ れ ま で のご 労 苦 に 深 謝 い たし ま す と と も に 、新 議 員 に おか

れ まし て は 、 今後 の ご活 躍 を お 願い 申 し上 げ ま し て、 こ こに 異動 の あり ま し

た こと を 、 ご報告 申 し上 げ ま す。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

只 今の 組 合議会 議 員 の異 動 に つき ま し ては 、 組 合規 約 第 ６条第 ３ 項の 規 定

に よる も の でござ い ます 。  

な お、 新 議員の 議 席 は、 会 議 規則 第 ４ 条の 規 定 に基 づ き 、私の ほ うで 決 め

さ せて い た だきま す 。  

５ 番議 席 に西田 善 延 議員 と い たし ま す 。  

そ れで は 、次に 、 日 程第 ４ 、 承認 第 １ 号、 一 般 職の 職 員 の給与 に 関す る 条

例 の一 部 を 改正す る 条例 の 制 定に つ い ての 専 決 処分 に つ き承 認を 求め る こ と

に つい て 、 日程第 ５ 、承 認 第 ２号 、 令 和５ 年 度 南河 内 環 境事 業組 合一 般 会 計

補 正予 算 （ 第２号 ） の専 決 処 分に つ き 承認 を 求 める こ と につ いて の２ 件 を 、
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一 括議 題 と するこ と にご 異 議 ござ い ま せん か 。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  

 

ご 異議 な しと認 め ま す。  

よ って 、 承認第 １ 号 から 承 認 第２ 号 は 、一 括 議 題と い た します 。  

提 案理 由 の説明 を 求 めま す 。  

西 尾局 長 。  

 

局 長（ 西 尾 順治 ）  

只 今、 一 括上程 さ れ まし た ２ 件に つ き まし て 、 それ ぞ れ 提案の 理 由並 び に

そ の内 容 の ご説明 を 申し 上 げ ます 。  

議 案書 ２ 頁をお 願 い いた し ま す。  

承 認第 １ 号の一 般 職 の職 員 の 給与 に 関 する 条 例 の一 部 を 改正す る 条例 の 制

定 につ い て の専決 処 分に つ き 承認 を 求 める こ と につ い て 、提 案の 理由 、 並 び

に 内容 を ご 説明申 し 上げ ま す 。  

ま ず、 提 案の理 由 で ござ い ま すが 、 管 理市 の 富 田林 市 に おかれ ま して は 、

令 和５ 年 第 ４回市 議 会定 例 会 にお い て 、令 和 ５ 年の 人 事 院勧 告を 踏ま え 、 関

係 条例 の 一 部改正 を 可決 さ れ まし た の で、 本 組 合も 同 様 に取 扱い いた し た く、

令 和５ 年 １ ２月２ ７ 日付 専 決 処分 さ せ てい た だ きま し た ので 、承 認を 求 め る

も ので ご ざ います 。  

そ の内 容 でござ い ま すが 、 議 案書 ３ 頁 をお 願 い いた し ま す。  

第 １条 は 、一般 職 給 料表 を 国 の改 定 に 準じ ま し て引 き 上 げると と もに 、 一

般 職の 職 員 に対し 令 和５ 年 １ ２月 に 支 給す る 期 末手 当 及 び勤 勉手 当の 支 給 割

合 を引 き 上 げ、年 間 支給 割 合 を４ ． ５ か月 と す るも の で ござ いま す。  

ま た、 暫 定再任 用 職 員に 対 し 令和 ５ 年 １２ 月 に 支給 す る 期末手 当 及び 勤 勉

手 当の 支 給 割合を そ れぞ れ 引 き上 げ 、 期末 手 当 と勤 勉 手 当を 合わ せた 年 間 支

給 割合 を ２ ．３５ か 月と す る もの で ご ざい ま す 。  
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議 案書 の ７頁を お 願 いい た し ます 。  

第 ２条 は 、期末 手 当 及び 勤 勉 手当 の 支 給割 合 引 上げ 分 に ついて 、 令和 ６ 年

４ 月以 降 の 期末手 当 及び 勤 勉 手当 の 支 給割 合 が それ ぞ れ 均等 にな るよ う 、 改

め るも の で ござい ま す。  

な お、 附 則第１ 条 は 施行 期 日 等を 規 定 する も の で、 こ の 条例は 公 布の 日 か

ら 施行 い た します が 、第 １ 条 の規 定 に よる 改 正 後の 一 般 職の 職員 の給 与 に 関

す る条 例 の 規定は 、 令和 ５ 年 ４月 １ 日 から 適 用 する も の でご ざい ます 。 な お、

附 則第 ２ 条 は給与 の 内払 の 規 定で 、 附 則第 ３ 条 は規 則 へ の委 任規 定で ご ざ い

ま す。  

承 認第 １ 号は、 以 上 でご ざ い ます 。  

続 きま し て、議 案 書 １０ 頁 を お願 い い たし ま す 。  

承 認第 ２ 号、令 和 ５ 年度 南 河 内環 境 事 業組 合 一 般会 計 補 正予算 （ 第２ 号 ）

の 専決 処 分 につき 承 認を 求 め るこ と に つい て で ござ い ま す。  

ま ず、 提 案の理 由 で ござ い ま すが 、 承 認第 １ 号 の給 与 条 例の改 正 に伴 う 人

件 費に 係 る 予算上 の 措置 を 講 じる た め 、令 和 ５ 年１ ２ 月 ２７ 日付 専決 処 分 さ

せ てい た だ きまし た ので 、 承 認を 求 め るも の で ござ い ま す。  

議 案書 の １１頁 を お 願い い た しま す 。  

第 １条 で 、歳入 歳 出 予算 の 総 額に 歳 入 歳出 そ れ ぞれ １ ０ ０万９ 千 円を 追 加

し 、歳 入 歳 出予算 の 総額 を 歳 入歳 出 そ れぞ れ ５ ７億 ７ ， ３１ ６万 ６千 円 と す

る もの で ご ざいま す 。  

そ れで は 、内容 に つ きま し て 事項 別 明 細書 の 歳 出か ら ご 説明申 し 上げ ま す 。

１ ８頁 を お 願いい た しま す 。  

ま ず、 上 の表、 款 ２ ．総 務 費 、項 １ ． 総務 管 理 費、 目 １ ．一般 管 理費 に お

き まし て 、 事務局 、 総務 企 画 課職 員 の 人件 費 １ ６万 円 を 増額 し、 補正 後 の 額

を ６， ９ ９ ８万１ 千 円と し て おり ま す 。内 訳 は 、説 明 欄 に記 載の とお り で ご

ざ いま す 。  

下 の表 で ござい ま す が、 款 ３ ．衛 生 費 、項 １ ． ごみ 処 理 費、目 １ ．第 １ 清

掃 工場 業 務 管理費 に おき ま し て、 職 員 人件 費 ５ １万 １ 千 円を 増額 し、 補 正 後
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の 額を ８ 億 ２，２ ４ １万 ６ 千 円と し て おり ま す 。内 訳 は 、説 明欄 に記 載 の と

お りで ご ざ います 。     

同 じく 、 衛生費 の ご み処 理 費 、目 ２ ． 第２ 清 掃 工場 業 務 管理費 に おき ま し

て 、職 員 人 件費２ ７ 万２ 千 円 を増 額 し 、補 正 後 の額 を ７ 億２ ，４ ７３ 万 ９ 千

円 とし て お ります 。 内訳 は 、 説明 欄 に 記載 の と おり で ご ざい ます 。  

下 の表 で ござい ま す が、 同 じ く、 衛 生 費の 項 ２ ．し 尿 処 理費、 目 １． 資 源

再 生セ ン タ ー業務 管 理費 に お きま し て 、職 員 人 件費 ６ 万 ６千 円を 増額 し 、 補

正 後の 額 を ２億１ ， ００ ６ 万 ７千 円 と して お り ます 。 内 訳は 、説 明欄 に 記 載

の とお り で ござい ま す。  

議 案書 、 戻って い た だき ま し て１ ６ 頁 をお 願 い いた し ま す。  

事 項別 明 細書の ２ ． 歳入 を ご 説明 申 し 上げ ま す 。  

今 回の 補 正に要 し ま す財 源 と いた し ま して 、 ま ず、 上 の 表、款 ５ ．繰 入 金 、

項 １． 基 金 繰入金 、 目２ ． 退 職手 当 積 立基 金 繰 入金 に お いて ５千 円を 増 額 し、

補 正後 の 額 を１０ 万 ４千 円 と する も の でご ざ い ます 。  

次 に、 下 の表で ご ざ いま す が 、款 ６ ． 項１ ． 目 １． 繰 越 金にお い て１ ０ ０

万 ４千 円 を 増額し 、 補正 後 の 額を ５ ， ００ ５ 万 ９千 円 と する もの でご ざ い ま

す 。  

あ と、 ２ ０頁か ら ２ ９頁 は 、 給与 費 明 細書 で ご ざい ま す 。恐れ 入 りま す が 、

ご 覧を い た だきま し て説 明 は 省略 を さ せて い た だき ま す 。  

承 認第 ２ 号は、 以 上 でご ざ い ます 。  

以 上で 、 一括上 程 さ れま し た ２件 に つ きま し て のご 説 明 とさせ て いた だ き

ま す。  

よ ろし く ご審議 の う え、 原 案 どお り ご 承認 賜 り ます よ う 、お願 い 申し 上 げ

ま す。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

説 明が 終 わりま し た ので 、 一 括し て 質 疑を お 受 けい た し ます。  
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（ 質疑 な し。）  

 

こ れを も って質 疑 を 終結 い た しま す 。  

そ れで は 、これ か ら １件 ず つ 討論 と 採 決を 行 い ます 。 ま ず、承 認 第１ 号 に

つ いて 討 論 に入り ま す。  

 

（ 討論 な し。）  

 

こ れを も って討 論 を 終結 い た しま す 。  

こ れよ り 、承認 第 １ 号を 採 決 いた し ま す。  

本 案は 、 原案の と お り承 認 す るこ と に ご異 議 ご ざい ま せ んか。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  

 

ご 異議 な しと認 め ま す。  

よ って 、 承認第 １ 号 、一 般 職 の職 員 の 給与 に 関 する 条 例 の一部 を 改正 す る

条 例の 制 定 につい て の専 決 処 分に つ き 承認 を 求 める こ と につ いて は、 原 案 の

と おり 承 認 されま し た。  

次 に、 承 認第２ 号 に つい て の 討論 に 入 りま す 。  

 

（ 討論 な し）  

 

こ れを も って討 論 を 終結 い た しま す 。  

こ れよ り 、承認 第 ２ 号を 採 決 いた し ま す。  

本 案は 、 原案の と お り承 認 す るこ と に ご異 議 ご ざい ま せ んか。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  
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ご 異議 な しと認 め ま す。  

よ っ て 、 承 認 第 ２ 号 、 令 和 ５ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第２ 号 ） の専決 処 分に つ き 承認 を 求 める こ と につ い て は、 原案 のと お り 承

認 され ま し た。  

次 に、 日 程第６ 、 議 案第 １ 号 、南 河 内 環境 事 業 組合 行 政 財産使 用 料条 例 の

一 部を 改 正 する条 例 の制 定 に つい て を 議題 と い たし ま す 。  

提 案理 由 の説明 を 求 めま す 。  

西 尾局 長 。  

 

局 長（ 西 尾 順治 ）  

只 今、 上 程され ま し た議 案 第 １号 、 南 河内 環 境 事業 組 合 行政財 産 使用 料 条

例 の一 部 を 改正す る 条例 の 制 定に つ き まし て 、 提案 の 理 由、 並び に内 容 の ご

説 明を 申 し 上げま す 。  

議 案書 ３ ０頁を お 願 いい た し ます 。  

は じめ に 、提案 の 理 由で ご ざ いま す が 、本 組 合 の行 政 財 産を使 用 する 場 合

の 使用 料 の 徴収に つ いて は 、 管理 市 の 富田 林 市 道路 占 用 料条 例の 規定 を 一 部

準 用し て お ります が 、富 田 林 市に お か れま し て は、 道 路 占用 料の 額に つ い て、

そ の算 定 基 礎とな る 、固 定 資 産税 評 価 額及 び 地 価に 対 す る賃 料の 変動 等 を 反

映 した 適 正 なもの と する た め 、令 和 ５ 年１ ２ 月 市議 会 定 例会 にお いて 富 田 林

市 道路 占 用 料条例 の 一部 を 改 正す る 条 例が 可 決 され ま し たの で、 本組 合 の 行

政 財産 使 用 料条例 に つい て 、 所要 の 改 正を 行 う もの で ご ざい ます 。  

議 案書 で は３１ 頁 か ら３ ４ 頁 でご ざ い ます が 、 その 内 容 につき ま して は 、

ま ず、 条 例 第２条 に 規定 さ れ る使 用 料 の算 出 に おい て 、 消費 税法 及び 同 法 施

行 令で 定 め られる 非 課税 の 取 扱い 規 定 を新 た に 追加 す る もの でご ざい ま す 。  

次 に、 別 表に規 定 す る電 柱 、 看板 、 ガ ス管 、 水 道管 そ の 他これ ら に類 す る

も のに 使 用 させる 場 合の 使 用 料単 価 の 改定 を 行 うも の で ござ いま して 、 組 合

に おき ま し ては、 電 柱に 係 る 支線 ２ 本 及び 第 １ 種電 話 柱 ２本 が該 当い た し ま

す 。額 に し て２６ ０ 円で ご ざ いま す 。  
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な お、 附 則とい た し まし て 、 第１ 項 は 、こ の 条 例は 令 和 ６年４ 月 １日 か ら

施 行す る も のとし 、 第２ 項 は 、経 過 措 置を 定 め るも の で ござ いま す。  

以 上で 、 ご説明 と さ せて い た だき ま す 。  

よ ろし く ご審議 い た だき ま し て、 原 案 どお り 御 議決 賜 り ますよ う 、お 願 い

申 し上 げ ま す。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

説 明が 終 わりま し た ので 、 質 疑を お 受 けい た し ます 。  

 

（ 質疑 な し）  

 

こ れを も って質 疑 を 終結 い た しま す 。  

そ れで は 、議案 第 １ 号に つ い ての 討 論 に入 り ま す。  

 

（ 討論 な し）  

 

こ れを も って討 論 を 終結 い た しま す 。  

こ れよ り 、議案 第 １ 号を 採 決 いた し ま す。  

本 案は 、 原案の と お り可 決 す るこ と に ご異 議 ご ざい ま せ んか。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  

 

ご 異議 な しと認 め ま す。  

よ って 、 議案第 １ 号 、南 河 内 環境 事 業 組合 行 政 財産 使 用 料条例 の 一部 を 改

正 する 条 例 の制定 に つい て は 、原 案 の とお り 可 決さ れ ま した 。  

次 に、 日 程第７ 、 議 案第 ２ 号 、令 和 ５ 年度 南 河 内環 境 事 業組合 一 般会 計 補

正 予算 （ 第 ３号） を 議題 と い たし ま す 。  

提 案理 由 の説明 を 求 めま す 。  
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西 尾局 長 。  

 

局 長（ 西 尾 順治 ）  

只 今、 上 程され ま し た、 議 案 第２ 号 、 令和 ５ 年 度南 河 内 環境事 業 組合 一 般

会 計補 正 予 算（第 ３ 号） に つ きま し て 、提 案 の 理由 、 並 びに 内容 をご 説 明 申

し 上げ ま す 。  

ま ず、 提 案の理 由 で ござ い ま すが 、 年 度末 退 職 の１ 名 分 の退職 手 当の 計 上

と 第１ 清 掃 工場基 幹 的設 備 改 良事 業 に 伴う 関 係 市町 村 の ごみ 搬送 計画 の 見 直

し にお い て 、想定 以 上に 第 １ 清掃 工 場 での 処 理 が可 能 と なっ たこ とか ら 、 第

１ 清掃 工 場 及び第 ２ 清掃 工 場 にお け る 残滓 処 理 業務 に 係 る経 費の 過不 足 を 計

上 する も の でござ い ます 。  

そ れで は 、内容 を ご 説明 申 し 上げ ま す 。  

議 案書 の ３５頁 を お 願い い た しま す 。  

歳 入歳 出 予算の 総 額 に歳 入 歳 出そ れ ぞ れ３ ９ ９ 万４ 千 円 を追加 し 、歳 入 歳

出 予算 の 総 額を歳 入 歳出 そ れ ぞれ ５ ７ 億７ ， ７ １６ 万 円 とす るも ので ご ざ い

ま す。  

次 に、 ４ ２頁を お 願 いい た し ます 。  

事 項別 明 細書の 歳 出 から ご 説 明申 し 上 げま す 。 また 、 財 源につ き まし て も

同 時に ご 説 明申し 上 げま す 。  

款 ２． 総 務費、 項 １ ．総 務 管 理費 、 目 １． 一 般 管理 費 ７ ４万７ 千 円の 増 額

は 、本 年 度 末退職 者 １名 の 退 職手 当 を 計上 す る もの で 、 財源 は、 繰入 金 で ご

ざ いま す 。  

次 に、 款 ３．衛 生 費 、項 １ ． ごみ 処 理 費、 目 １ ．第 １ 清 掃工場 業 務管 理 費 、

１ ，０ ８ ８ 万１千 円 の増 額 、 また 、 目 ２． 第 ２ 清掃 工 場 業務 管理 費、 ７ ６ ３

万 ４千 円 の 減額は 、 第１ 清 掃 工場 基 幹 的設 備 改 良事 業 に 伴う 関係 市町 村 の ご

み 搬送 計 画 見直し に より 、 第 １・ 第 ２ 清掃 工 場 にお け る 残滓 運搬 処理 業 務 及

び 埋立 処 分 業務に 関 する 委 託 料に つ い て、 そ れ ぞれ 補 正 する もの でご ざ い ま

す 。財 源 は 繰越金 で ござ い ま す。  
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続 きま し て、歳 入 を ご説 明 申 し上 げ ま す。  

戻 りま し て、４ ０ 頁 をお 願 い いた し ま す。  

款 ５． 繰 入金、 項 １ ．基 金 繰 入金 、 目 ２． 退 職 手当 積 立 基金繰 入 金に お い

て ７４ 万 ７ 千円の 増 額を 行 う もの で ご ざい ま す 。  

そ の下 の 表、款 ６ ． 項１ ． 目 １． 繰 越 金に お き まし て 補 正額３ ２ ４万 ７ 千

円 、前 年 度 繰越金 の 計上 に よ るも の で ござ い ま す。  

以 上で 、 令和５ 年 度 南河 内 環 境事 業 組 合一 般 会 計補 正 予 算（第 ３ 号） の 説

明 とさ せ て いただ き ます 。  

よ ろし く ご審議 い た だき ま し て、 原 案 どお り 御 議決 賜 り ますよ う 、お 願 い

申 し上 げ ま す。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

説 明が 終 わりま し た ので 、 質 疑を お 受 けい た し ます 。  

 

（ 質疑 な し）  

 

こ れを も って質 疑 を 終結 い た しま す 。  

そ れで は 、議案 第 ２ 号に つ い ての 討 論 に入 り ま す。  

 

（ 討論 な し）  

 

こ れを も って討 論 を 終結 い た しま す 。  

こ れよ り 、議案 第 ２ 号を 採 決 いた し ま す。  

本 案は 、 原案の と お り可 決 す るこ と に ご異 議 ご ざい ま せ んか。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  

 

ご 異議 な しと認 め ま す。  
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よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 、 令 和 ５ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第３ 号 ） は、原 案 のと お り 可決 さ れ まし た 。  

次 に、 日 程第８ 、 議 案第 ３ 号 、令 和 ６ 年度 南 河 内環 境 事 業組合 一 般会 計 予

算 を議 題 と いたし ま す。  

提 案理 由 の説明 を 求 めま す 。  

南 齋委 員 長。  

 

議 会運 営 委 員長 （南 齋哲 平 ）  

事 務局 の 説明が 大 変 そう な の で、 座 っ てさ れ て はい か が ですか 。 マイ ク の

入 りも 悪 い ので。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

で は、 そ のよう に さ せて い た だき ま す 。  

谷 口副 管 理者副 市 長 。座 っ て お願 い し ます 。  

 

副 管理 者 副 市長 （谷 口勝 久 ）  

只 今、 上 程され ま し た議 案 第 ３号 、 令 和６ 年 度 南河 内 環 境事業 組 合一 般 会

計 予算 に つ きまし て 、提 案 の 理由 並 び に内 容 の ご説 明 を 申し 上げ ます 。  

議 案書 ４ ７頁を お 願 いい た し ます 。  

ま ず、 第 １条で は 、 歳入 歳 出 予算 の 総 額を 歳 入 歳出 そ れ ぞれ５ ３ 億７ ４ ５

万 １千 円 と 定めて お りま す 。 記載 は ご ざい ま せ んが 、 前 年度 に比 べま し て 、

４ 億６ ， ３ ５５万 ２ 千円 の 減 額と な っ てお り ま す。 主 に 、第 １清 掃工 場 基 幹

的 設備 改 良 事業費 及 び電 気 料 金に お け る燃 料 費 調整 単 価 等の 安定 化に 伴 う 需

用 費の 減 額 等によ る もの で ご ざい ま す 。  

第 ２条 は 地方債 、 第 ３条 は 一 時借 入 金 、第 ４ 条 は歳 出 予 算の流 用 につ い て

の 条項 で ご ざいま す 。  

４ ８頁 を お願い い た しま す 。  

第 １表 、 歳入歳 出 予 算の 歳 入 とい た し まし て 、 款１ ． 分 担金及 び 負担 金 か
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ら 、款 ８ ． 組合債 ま での 款 、 項の 金 額 は記 載 の とお り で ござ いま す。  

４ ９頁 を お願い い た しま す 。  

歳 出で ご ざいま す が 、款 １ ． 議会 費 か ら款 ５ ． 予備 費 ま での、 款 、項 の 金

額 につ き ま しても 、 記載 の と おり で ご ざい ま す 。歳 入 歳 出そ れぞ れ合 計 は ５

３ 億７ ４ ５ 万１千 円 とな っ て おり ま す 。  

５ ０頁 を お願い い た しま す 。  

第 ２表 地 方債で ご ざ いま す が 、１ ． 第 １清 掃 工 場基 幹 的 設備改 良 事業 に つ

き まし て 、 限度額 、 １３ 億 ５ ，８ ０ ０ 万円 と し 、以 下 記 載の とお りで ご ざ い

ま す。  

続 きま し て、事 項 別 明細 書 に より 、 内 容の ご 説 明を 申 し 上げま す 。  

ま ず、 財 源を含 め ま して 歳 出 のほ う か らご 説 明 を申 し 上 げます 。  

６ ２頁 を お願い い た しま す 。  

款 １． 議 会費は 、 ３ ７３ 万 ５ 千円 。 財 源は 、 繰 越金 及 び 一般財 源 でご ざ い

ま す。  

そ の下 、 款２． 総 務 費、 項 １ ．総 務 管 理費 、 目 １． 一 般 管理費 は 、７ ， ０

６ ２万 ３ 千 円の計 上 で、 前 年 度比 ２ ３ ２万 ２ 千 円の 減 、 主に 人事 異動 等 に よ

る もの で ご ざいま す 。財 源 は 、繰 越 金 等と 一 般 財源 で ご ざい ます 。  

６ ４頁 を お願い い た しま す 。  

目 ２． 財 産管理 費 か ら目 ４ ． 監査 委 員 費ま で は ご覧 の と おりの 計 上で ご ざ

い ます 。  

目 ５． 環 境啓発 費 は 、１ ８ ５ 万６ 千 円 の計 上 で 、主 に 、 ごみの 減 量に 係 る

啓 発イ ベ ン ト及び 施 設見 学 者 受入 れ の ため の パ ンフ レ ッ トな ど需 用費 の 計 上

に よる も の でござ い ます 。  

６ ６頁 を お願い い た しま す 。  

総 務費 の 計とい た し まし て 、 ７， ２ ８ ５万 ３ 千 円。 前 年 度比２ ５ ７万 ４ 千

円 の減 と な ってお り ます 。  

次 に、 款 ３．衛 生 費 、項 １ ． ごみ 処 理 費、 目 １ ．第 １ 清 掃工場 業 務管 理 費

は 、７ 億 ７ ，０７ ８ 万４ 千 円 。前 年 度 比４ ， ２ ９１ 万 １ 千円 の減 で、 主 に 需
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用 費等 の 減 による も ので ご ざ いま す 。 財源 は 、 繰越 金 、 ごみ 処理 手数 料 等 と

一 般財 源 で ござい ま す。  

６ ８頁 を お願い い た しま す 。  

下 のほ う 、目２ ． 第 ２清 掃 工 場業 務 管 理費 は ６ 億７ ， ７ ２９万 ２ 千円 。 前

年 度比 ５ ， １１０ 万 ７千 円 の 減で 、 主 に需 用 費 の減 に よ るも ので す。 財 源 は、

繰 越金 、 ご み処理 手 数料 等 と 一般 財 源 でご ざ い ます 。  

７ ０頁 を お願い い た しま す 。  

頁 下の ほ うです が 、 目３ ． 財 産管 理 費 は１ 億 ２ ，４ １ ７ 万４千 円 。前 年 度

比 ８ ,９ ４ ５ 万 ４ 千 円 の 減 と な っ て お り ま す 。 財 源 は 、 行 政 財 産 使 用 料 及 び

基 金利 子 等 と一般 財 源で ご ざ いま す 。  

主 に、 次 の７３ 頁 、 １段 目 、 節２ ４ ． 積立 金 で ござ い ま すが、 ご み処 理 施

設 の整 備 に 係る財 源 を確 保 す るた め の 基金 積 立 で減 額 と なっ たも ので ご ざ い

ま す。 目 ４ ．残滓 処 理事 業 費 は、 ９ ９ ９万 ２ 千 円。 フ ェ ニッ クス 埋立 処 分 場

の 令和 ６ 年 度事業 負 担金 の 計 上で 、 財 源は 、 地 方債 及 び 基金 繰入 金で ご ざ い

ま す。  

目 ５． シ ール印 刷 等 業務 管 理 費は 、 １ ，６ ０ ４ 万３ 千 円 で、６ 市 町村 の ご

み シー ル と 配布用 封 筒の 印 刷 代の 計 上 でご ざ い ます 。 財 源は 、市 町村 か ら の

負 担金 で ご ざいま す 。  

目 ６． ク レーン 電 気 設備 更 新 事業 費 は 、第 １ 清 掃工 場 の ごみク レ ーン 電 気

設 備を 更 新 するた め 、７ ， １ ８７ 万 ４ 千円 を 計 上す る も ので ござ いま す 。 財

源 は、 地 方 債及び 基 金繰 入 金 でご ざ い ます 。  

目 ７． 第 １清掃 工 場 基幹 的 設 備改 良 事 業費 は 、 最終 年 度 の令和 ６ 年度 で は 、

焼 却炉 の ２ 号炉を 中 心に 整 備 させ て い ただ く 予 定で 、 計 上額 は、 ２７ 億 ６ ，

０ ０６ 万 ５ 千円。 前 年度 比 ５ 億９ ， ７ ４７ 万 ３ 千円 の 減 でご ざい ます 。 財 源

は 、国 庫 支 出金、 地 方債 及 び 基金 繰 入 金で ご ざ いま す 。  

以 上、 ご み処理 費 の 計と い た しま し て は、 ４ ４ 億３ ， ０ ２２万 ４ 千円 。 前

年 度比 ７ 億 ６，５ ７ ７万 ６ 千 円の 減 と なっ て お りま す 。  

続 きま し て、款 ３ ． 衛生 費 、 項２ ． し 尿処 理 費 、目 １ ． 資源再 生 セン タ ー
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業 務管 理 費 は、２ 億 １０ 万 ５ 千円 。 前 年度 比 １ ，２ ５ ８ 万４ 千円 の減 で 、 主

に 需用 費 の 減とな っ てお り ま す。 財 源 は、 繰 越 金等 と 一 般財 源で ござ い ま す。  

７ ４頁 を お願い い た しま す 。  

目 ２． 財 産管理 費 は 、４ ， ３ ０６ 万 円 。前 年 度 比４ ， ９ ７８万 ６ 千円 の 減

と なっ て お ります 。 主に 次 の ７７ 頁 の 右側 、 上 から １ 段 目、 節２ ４． 積 立 金

で ござ い ま すが、 し 尿処 理 施 設の 整 備 に係 る 財 源を 確 保 する ため の基 金 積 立

で 減額 と な ったも の でご ざ い ます 。 財 源は 、 行 政財 産 使 用料 及び 基金 利 子 と

一 般財 源 で ござい ま す。 し 尿 処理 費 の 計と い た しま し て 、７ ６頁 です が 、 ２

億 ９， ２ ５ ５万５ 千 円。 前 年 度比 １ ， ２９ ８ 万 円の 減 と なっ てお りま す 。  

次 に、 款 ４．項 １ ． 公債 費 で ござ い ま すが 、 元 金、 利 子 、合わ せ まし て 、

計 の欄 、 ４ 億９， ３ ０８ 万 ４ 千円 。 前 年度 比 ３ 億１ ， ７ ７６ 万４ 千円 の 増 と

な って お り ます。 令 和５ 年 度 の起 債 償 還に 加 え 、本 年 度 から 新た に各 施 設 の

基 幹的 設 備 改良事 業 債の 償 還 が開 始 さ れた た め でご ざ い ます 。財 源は 、 繰 入

金 と一 般 財 源でご ざ いま す 。  

次 に 、 款 ５ ． 項 １ ． 目 １ ． 予 備 費 で ご ざ い ま す が 、 前 年 度 同 額 の １ ,５ ０

０ 万円 で ご ざいま す 。以 上 、 歳出 の 説 明と さ せ てい た だ きま す。  

次 に、 歳 入につ い て ご説 明 申 し上 げ ま す。  

議 案書 、 戻って い た だき ま し て、 ５ ６ 頁を お 願 いい た し ます。  

上 から 、 款１． 分 担 金及 び 負 担金 、 項 １． 分 担 金、 計 の 欄でご ざ いま す が

２ １億 ４ ， ００４ 万 ６千 円 。 前年 度 比 ５， ５ ９ ９万 ２ 千 円の 減。 各市 町 村 か

ら の分 担 金 で、施 設 費分 担 金 、管 理 費 分担 金 、 共通 事 務 費分 担金 の内 訳 と な

っ てお り ま す。  

次 に 、 項 ２ ． 負 担 金 、 目 １ ． シ ー ル 印 刷 等 業 務 負 担 金 、 １ ,６ ０ ４ 万 ３ 千

円 は、 シ ー ル印刷 代 等を 各 市 町村 に ご 負担 い た だく も の でご ざい ます 。  

次 に、 款 ２．使 用 料 及び 手 数 料、 項 １ 、目 １ ． 使用 料 、 ３６９ 万 円。 主 に 、

駐 車場 等 の 行政財 産 使用 料 で ござ い ま す。  

次 に 、 項 ２ 、 目 １ ． 手 数 料 は 、 ご み の 一 般 持 ち 込 み 手 数 料 で ７ ,９ １ ７ 万

３ 千円 で ご ざいま す 。  
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５ ８頁 を お願い い た しま す 。  

款 ３． 国 庫支出 金 、 項１ ． 国 庫補 助 金 、目 １ ． 建設 事 業 費補助 金 は、 １ ０

億 ８， ５ ３ ９万２ 千 円で 、 前 年度 比 ２ 億８ ， ３ ４８ 万 １ 千円 の減 、第 １ 清 掃

工 場基 幹 的 設備改 良 事業 に 伴 う国 か ら の補 助 金 を計 上 し てお りま す。  

款 ４． 財 産収入 、 項 １． 財 産 運用 収 入 、目 １ ． 利子 及 び 配当金 は 、１ ４ ５

万 ６千 円 。 基金運 用 の利 子 収 入で ご ざ いま す 。 項２ ． 目 １． 財産 売払 収 入 は、

２ ７９ 万 ９ 千円。 前 年度 比 １ ２７ 万 ９ 千円 の 増 でご ざ い ます 。第 １清 掃 工 場

の 余剰 電 力 の売電 収 益等 で ご ざい ま す 。  

款 ５． 繰 入金、 項 １ ．基 金 繰 入金 、 目 １． 施 設 整備 積 立 基金繰 入 金は 、 ４

億 ６， ０ ８ ６万９ 千 円。 前 年 度比 ５ ， ２４ １ 万 ７千 円 の 増で ござ いま す 。 第

１ 清掃 工 場 改良事 業 及び ク レ ーン 電 気 設備 更 新 事業 等 に 伴う 基金 の取 崩 し で

ご ざい ま す 。  

６ ０頁 を お願い い た しま す 。  

款 ６． 項 １．目 １ ． 繰越 金 は 、９ ， ７ ００ 万 円 。前 年 度 比４， ９ ００ 万 円

の 増で 、 前 年度繰 越 金で ご ざ いま す 。  

款 ７． 諸 収入、 項 １ ．目 １ ． 雑入 は １ ８万 ３ 千 円。  

款 ８． 項 １．目 １ ． 組合 債 は １４ 億 ２ ，０ ８ ０ 万円 。 主 に、第 １ 清掃 工 場

基 幹的 設 備 改良事 業 債で 、 金 額は ご 覧 のと お り でご ざ い ます 。  

以 上、 歳 入の説 明 と させ て い ただ き ま す。  

次 に、 事 項別明 細 書 のあ と の 頁で ご ざ いま す が 、  

７ ８頁 か ら９１ 頁 ま では 給 与 費明 細 書 。  

９ ２頁 、 ９３頁 は 継 続費 の 調 書。  

９ ４頁 、 ９５頁 は 債 務負 担 行 為の 調 書 。  

９ ６頁 、 ９７頁 は 地 方債 の 調 書。  

最 後に 、 ９８頁 か ら １０ ３ 頁 は分 担 金 の調 書 で ござ い ま す。  

ま こと に 勝手な が ら 、ご 覧 を いた だ き まし て 、 説明 は 省 略をさ せ てい た だ

き ます 。  

以 上、 令 和６年 度 南 河内 環 境 事業 組 合 一般 会 計 予算 の 説 明とさ せ てい た だ
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き ます 。  

何 とぞ 、 よろし く ご 審議 の う え、 原 案 どお り 御 議決 賜 り ますよ う よろ し く

お 願い 申 し 上げま す 。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

説 明が 終 わりま し た ので 、 質 疑を お 受 けい た し ます 。  

 

（ 質疑 な し）  

 

よ ろし い ですか 。 こ れを も っ て質 疑 を 終結 い た しま す 。  

そ れで は 、議案 第 ３ 号に つ い ての 討 論 に入 り ま す。  

 

（ 討論 な し）  

 

こ れを も って討 論 を 終結 い た しま す 。  

こ れよ り 、議案 第 ３ 号を 採 決 いた し ま す。  

本 案は 、 原案の と お り可 決 す るこ と に ご異 議 ご ざい ま せ んか。  

 

（ 「異 議 なし」 の 声 あり 。 ）  

 

ご 異議 な しと認 め ま す。  

よ って 、 議案第 ３ 号 、令 和 ６ 年度 南 河 内環 境 事 業組 合 一 般会計 予 算は 、 原

案 のと お り 可決さ れ まし た 。   

次 に、 日 程第９ 、 監 査報 告 第 １号 、 例 月出 納 検 査の 結 果 報告に つ いて を 議

題 とい た し ます。  

監 査委 員 の報告 を 求 めま す 。  

北 井監 査 委員。  
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監 査委 員 （ 北井 末廣 ）  

只 今、 上 程され ま し た監 査 報 告第 １ 号 、例 月 出 納検 査 の 結果報 告 につ い て 、

奥 井監 査 委 員とと も に検 査 い たし ま し た結 果 を 、私 の ほ うか らご 報告 申 し 上

げ ます 。  

議 案書 は 、１０ ５ 頁 以降 で ご ざい ま す 。  

令 和５ 年 度１０ 月 か ら１ ２ 月 分の 出 納 状況 に つ きま し て 、各月 分 ごと に 、

そ れぞ れ 出 納検査 を 実施 い た しま し た とこ ろ 、 出納 報 告 及び 証書 類、 帳 票 並

び に現 金 在 高がそ れ ぞれ 符 合 し、 正 確 であ り ま した の で 、地 方自 治法 第 ２ ３

５ 条の ２ 第 ３項の 規 定に 基 づ きま し て 、こ こ に ご報 告 申 し上 げま す。  

以 上で ご ざいま す 。   

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

報 告が 終 わりま し た ので 、 質 疑を お 受 けい た し ます 。  

 

（ 質疑 な し）  

 

 質 疑 がな いよ うで ご ざい ま す ので 、 本 件に つ い ては 終 結 いた し ま す。  

こ れを も ちまし て 、 本日 の 日 程は 、 全 部終 了 い たし ま し た。  

そ れで は 、閉会 を 前 に、 管 理 者よ り ご 挨拶 を い ただ き ま す。  

 村管 理 者。  

 

管 理者 （  村善 美）  

令 和６ 年 第１回 組 合 議会 定 例 会の 閉 会 にあ た り まし て 、 一言ご 挨 拶を 申 し

上 げま す 。  

今 期定 例 会にご 提 案 申し 上 げ まし た 令 和６ 年 度 予算 を 初 め、す べ ての 議 案

に つき ま し て、原 案 のと お り ご賛 同 を いた だ き まし て 、 心か ら厚 く御 礼 を 申

し 上げ ま す 。あり が とう ご ざ いま し た 。  

さ て、 本 組合の 第 １ 清掃 工 場 では 、 施 設を 継 続 して 安 定 的に稼 働 させ る た
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め 、基 幹 的 設備改 良 事業 に 取 組ん で お り、 令 和 ６年 度 末 に完 了さ せる 予 定 で

ご ざい ま す 。  

ご み処 理 、し尿 処 理 は、 住 民 の方 々 の 重要 な 生 活基 盤 で ありま す こと か ら 、

今 後も 、 施 設運営 に は万 全 を 期し て ま いり ま す ので 、 議 員各 位に は、 よ り 一

層 のご 支 援 をお願 い 申し 上 げ まし て 、 閉会 の ご 挨拶 と さ せて いた だき ま す 。  

本 日は 、 まこと に あ りが と う ござ い ま した 。  

 

議 長（ 駄 場 中大 介）  

あ りが と うござ い ま した 。  

閉 会に あ たりま し て 、私 か ら も一 言 ご 挨拶 申 し 上げ ま す 。  

今 日は 皆 様、慎 重 か つ円 滑 な 議会 運 営 にご 協 力 をい た だ きまし て 、あ り が

と うご ざ い ます。  

３ 月議 会 を前に 皆 様 、非 常 に ご多 忙 に なっ て く ると 思 い ますが 、 ぜひ 、 お

体 のほ う ご 自愛し て いた だ け ます よ う 、お 願 い を申 し 上 げま す。  

そ れで は 、これ を も ちま し て 、令 和 ６ 年第 １ 回 南河 内 環 境事業 組 合議 会 定

例 会を 閉 会 いたし ま す。  

あ りが と うござ い ま した 。  

 

（ 閉会  午 後２ 時 ５ ４分 ）  
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